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　人形ＡとＢの高さの比が１５：２０＝３：４だから，人形ＡとＢの体積の比は
　　３3：４3＝２７：６４
　よって，人形Ｂの体積は

　　８１０×　　＝１９２０（cm3）

（答）１９２０cm3

６４
２７

（答）１０８πcm3

　できる立体は，半径ＣＡの円を底面とする高さＢＣの円錐である。
△ＡＢＣにおいて，三平方の定理より
ＣＡ2＝ＡＢ2－ＢＣ2

＝１１2－６2

＝１２１－３６
＝８５

　よって，求める立体の体積は

　　ＣＡ2×π×ＢＣ×　 ＝８５×π×６×　 

＝１７０π（cm3）

（答）１７０πcm3
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い
。

（Ｎｏ.２）実用数学技能検定
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（答）n＝６

　２次方程式 x 2＋（k－６）x－２k＋１７＝０の判別式を Dとすると
　　D＝（k－６）2－４（－２k＋１７）
　　　＝k 2－１２k＋３６＋８k－６８
　　　＝k 2－４k－３２
　放物線と x軸が異なる２つの共有点をもつとき，D＞０だから
　　k 2－４k－３２＞０
　（k＋４）（k－８）＞０
　　k＜－４，８＜k

（答）k＜－４，８＜k

（答）（－７，０），（１，０）

　sinθ＋cosθ＝－　 の両辺を２乗すると

　　sin2θ＋２sinθcosθ＋cos2θ＝　　

　sin2θ＋cos2θ＝１より

　　１＋２sinθcosθ＝　　

　　２sinθcosθ＝－　　

　　sinθcosθ＝－　　

（答）－  　
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（Ｎｏ.３）
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n σ（n）
n

（答）５６

１２０ ３

　求める球の入れ方の総数は，異なる５種類のものから重複を許して７個を選ぶ重
複組合せの総数に等しい。
　よって
　　5Ｈ7＝5＋7－1Ｃ7

　　　  ＝11Ｃ7

＝　　　　　　　　　

＝３３０（ 通り）

（答）３３０通り

１１・１０・９・８・７・６・５
７・６・５・４・３・２・１


